
 

 

 

令和 6年度 大阪府内毒物劇物業務上取扱者（運送業）講習会 

～大阪・関西万博の成功に向けて～ 

 

次   第 

 

日 時：令和６年 11月 12日（火曜日） 

14時 00分から 16時 00分 

場 所：ドーンセンター 特別会議室（５階） 

 

 

 

１ 開会あいさつ 

大阪府 健康医療部 生活衛生室 薬務課 

課長補佐 小西 偉 

 

 

２ 毒物及び劇物取締法について 

大阪市 健康局 健康推進部 生活衛生課 

薬務指導グループ 乾 祐子 

 

 

３ 輸送時の毒物又は劇物の流出・漏洩事故について 

大阪府 健康医療部 生活衛生室 薬務課 

麻薬毒劇物グループ 大廣 真理子 

 

 

（休憩） 

 

 

４ 毒物劇物輸送における安全活動の取組みについて 

株式会社藤井商会            

代表取締役社長  藤井 寿治 様 

 

 



 

 

講習会受講に関するご注意 

（以下の内容をご確認いただき、ご理解のうえ講習会参加をお願いします。） 

 

≪講演中のお願い≫ 

○ 講演前･講演中を含め、室内での飲食は禁止です。室前での食事もお断りします。 

○ 会話など私語はご遠慮ください。 

○ 携帯電話、スマートフォン等は音が出ないマナーモードやサイレントモードに設定してください。 

 

≪講師への質問等≫ 

○ 講師へのご質問は、以下の QRコードより受け付けております。 

（※大変恐縮ですが、講演時間の都合上、当日の行政パートへの質問受付はありません） 

○ 質問回答は、後日ホームページで原則公開いたします。 

○ 当日中のご質問は、可能な限りご対応いたしますが、後日回答となることがあります。 

 

≪講演終了後≫ 

○ ホールからの退出については、司会の指示に従ってください。 

○ 帰りのエレベータが混雑しますので、慌てず順序よくご利用ください。階段もご利用いただけます。 

 

【講習会アンケートについて】 

 

右欄の QR コードから、講習会アンケートにご協力ください。 

質問についても、こちらで受け付けることができます。 

 

 

【後日配信について】 

 

本日の内容は、令和６年 11月 19日（火曜日）から 12月 31日（火曜日）

までの間、インターネットにて閲覧可能とする予定です。 

お申込みについては、以下のホームページをご確認ください。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/dokugeki/dokugeki-workshop.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府 毒物劇物講習会 

https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/dokugeki/dokugeki-workshop.html
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毒物及び劇物取締法について

令和６年11月12日（火）
大阪市健康局健康推進部生活衛生課

薬務指導グループ

1

本日の次第

１ 化学物質の規制について
２ 毒物及び劇物取締法 概略
３ 運搬に関する法規制等について
４ 届出関係について
５ 2025大阪・関西万博に向けて

2
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１ 化学物質の規制について

3

化学物質 農薬取締法
食品衛生法
火薬類取締法
毒物及び劇物取締法
消防法
高圧ガス保安法

労働安全衛生法 など

医薬品医療機器等法

化学物質の規制について

4

医薬部外品
医薬品
試薬、その他
食品添加物
農薬
塗料、染料
火薬
工業薬品

化学物質
医
薬
用
外
化
学
物
質

毒物 特定毒物

劇物

その他物質
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２ 毒物及び劇物取締法 概略

5

毒劇物の製造･流通･使用の流れと規制

6

海上輸送 陸上輸送 製造 販売

小売

農業

販売業登録業務上取扱者
（届出不要）

毒劇物運送業
運送・
譲渡

運送・譲渡

運送・
譲渡

学校

製造業登録
販売業登録

運送・譲渡

毒物劇物取扱責任者
の設置、施設の基準
等必要な各種規制

毒劇物の盗難、
流出等防止の措置、
毒劇物の表示、
事故の際の措置等
の義務
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毒物及び劇物取締法の体系

7

毒物及び劇物取締法

毒物及び劇物取締法
施行令

毒物及び劇物指定令

毒物及び劇物取締法施行規則

通 知 等

法
律
政
令
省
令
通
知

別表第１～第３

第１～３条

毒物劇物
の指定

毒物及び劇物取締法の目的

法第１条
「この法律は、毒物及び劇物につ
いて、保健衛生上の見地から必要な
取締を行うことを目的とする。」
→犯罪防止目的ではなく、健康・環
境被害を未然に防ぐことに重点を置
く。

8
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毒物劇物の定義

法第２条
・毒物 別表第１に掲げる物であって、医薬品
及び医薬部外品以外のもの

・劇物 別表第２に掲げる物であって､医薬品
及び医薬部外品以外のもの

・特定毒物 毒物であって、別表第３に掲げ
るもの

9

規制対象業者

 毒物劇物営業者
●製造業者●輸入業者●販売業者

 毒物劇物業務上取扱者
届出を要する者（法第22条第1項）

●電気めっき業者●金属熱処理業者
●運送業者●シロアリ防除業者

届出を要しない者（法第22条第5項）：工場、事業所、
倉庫業等

 その他
●特定毒物研究者●特定毒物使用者

10
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業態

各種の規定等
・登録
・譲渡手続
・交付制限

・毒物劇物
取扱責任者
の設置

・毒物劇物の取扱
・毒物劇物の表示
・廃棄方法の遵守
・運搬、貯蔵に関
する技術上の基準
・事故の際の措置

毒物劇物営業者 ○ ○ ○
業務上取扱者
（法第22第1項） × ○ ○
業務上取扱者
（法第22第5項） × × ○

業態ごとの規制について

11

毒物劇物運送業者（法第２２条第１項）

Ａ：政令で掲げる２３品目（令第42条 別表第2）
四アルキル鉛を含有する製剤、硫酸及びこれを含有する製剤

（硫酸１０％超えるもの。）、塩素等

Ｂ：最大積載量等
大型自動車（最大積載量５ｔ以上）に固定された容器を用

い、又は内容積が厚生労働省で定める量（注）以上の容器を大
型自動車に積載する。

（注）①四アルキル鉛を含有する製剤→２００L

②①以外→１０００L

※Ａ条件かつＢ条件の場合、届出が必要となる。
12
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毒物劇物取扱責任者の業務

①貯蔵設備等の点検、管理

②表示、着色等の規定の遵守状況点検

③取扱いの規定の遵守状況点検

④運搬、廃棄等の基準への適合状況の点検

⑤事故時の措置

⑥その他：従業員の教育・訓練、管理簿の作成等

・薬剤師（第１号）

・厚生労働省令で定める学校で応用化学に関する学課を修了した者（第２号）
①大学、大学院等
１．薬学部
２．理学部、理工学部又は教育学部の化学科・理学科・生物化学科等、
３．農学部、水産学部又は畜産学部の農業化学科・農芸化学科・農産化学科・園芸化学科・

水産化学科・生物化学工学科、畜産化学科、食品化学科等
４．工学部の応用化学科・工業化学科・化学工学科・合成化学科・合成化学工業科・

応用電気化学科・化学有機工学科・燃料化学科・高分子化学科、染色化学工学科等
５．上記以外で化学に関する授業科目の単位数が必須科目の単位中28単位以上又は

50％以上である学科
② 高等専門学校において、工業化学科等の課程を修了した者
③ 専門学校・高等学校において、応用化学に関する科目を25単位以上修得した者

・都道府県知事が行う毒物劇物取扱者試験に合格した者（第３号）

次の各号に掲げる者でなければ、毒物劇物取扱責任者となることができない。
（法第８条第１項）

毒物劇物取扱責任者

14
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(3) 専門課程を置く専修学校(専門学校)

学校教育法第124 条に規定する専修学校のうち同法第126 条第2 項に規定する専門
学校において応用化学に関する学課を修了した者については、25 単位以上の化学
に関する科目を修得していることを確認する。化学に関する科目については(1)の
オを準用する。

(4) 高等学校
学校教育法第50 条に規定する高等学校(旧中等学校令(昭和18 年勅令第36 号)第2 条
第3 項に規定する実業高校を含む。)において応用化学に関する学課を修了した者
については、25 単位以上の化学に関する科目を修得していることを確認する。化
学に関する科目については(1)のオを準用する。

毒物劇物取扱責任者の資格要件について
（令和６年５月30日医薬薬審発0530第１号より抜粋）

15

毒物劇物の取扱について
法第１１条（抜粋）（法第22条第4項により準用）
毒物又は劇物が盗難にあい、又は紛失することを防ぐのに必要
な措置を講じなければならない。
毒物若しくは劇物又は政令で定める物を運搬する場合には、こ
れらの物が飛散し、漏れ、流れ出、又はしみ出ることを防ぐの
に必要な措置を講じなければならない。

政令で定める物
○無機シアン化合物を含有する液体（シアン含有量が１ｍｇ/L以下を除く）
○塩化水素、硝酸若しくは硫酸又は水酸化カリウム若しくは水酸化ナトリウ
ムを含有する液体状の物（水で１０倍に希釈した場合の水素イオン濃度が水
素指数２．０から１２．０までのものを除く。）

16
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医薬用外毒物 医薬用外劇物

法第１２条第１項（法第22条第4項により準用）
毒物又は劇物の容器及び被包に、「医薬用外」の文字

及び毒物については、赤地に白色をもって「毒物」の文字
劇物については、白地に赤色をもって「劇物」の文字を表示
すること。

法第１２条第３項（法第22条第4項により準用）
毒物又は劇物を貯蔵し又は陳列する場所に、「医薬用外」

の文字及び毒物については「毒物」、劇物については「劇
物」の文字を表示すること。

毒物又は劇物の表示

事故の際の措置
法第１７条（抜粋）（法第22条第4項により準用）
毒物若しくは劇物が飛散し、漏れ、流れ出、しみ出、又
は地下にしみ込んだ場合において、不特定又は多数の者
について保健衛生上の危害が生ずるおそれがあるときは、
直ちに、その旨を保健所、警察署又は消防機関に届け出
るとともに、保健衛生上の危害を防止するために必要な
応急の措置を講じなければならない。

毒物又は劇物が盗難にあい、又は紛失したときは、直ち
に、その旨を警察署に届け出なければならない。

18
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事故の際の措置（応急措置の事例）

風下の人に
知らせ避難

保護具を着用立入りを禁止

洗い流す中和剤の散布

毒物及び劇物の事故時における
応急措置に関する基準

昭和５２年から平成８年までの間に発出された９本の通知
を取りまとめたもので、応急措置の具体的な方法を品目ご
とに定めたもの。

この基準は、運搬事故時のみならず、飛散、流失の漏えい
事故等についても適応される。

20



2024/11/12

11

この基準は、次の項目より構成されます。

■毒劇物の名称(通称名)  

化学式
毒物及び劇物取締法における毒物または劇物の区別および指定名
性状

■措 置
漏えい時（少量、多量）
出火時（周辺火災の場合、着火した場合、消化剤）
暴露・接触時（人体に対する影響、救急方法）
注意事項
保護具

21

危害防止規定・盗難等防止規定

安全の確保とその管理体制を明確にし、危
害の未然防止および盗難等事故防止を目的
とする。

事業場において、取り扱う毒劇物の種類や
取扱い方法等に応じ、具体的で詳細な内容
の文書を作成。
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危害防止規定
１ 毒劇物の貯蔵、取扱い、設備の点検及び事故時の対応等を行う者の職務

及び組織に関する事項

２ 毒劇物の貯蔵又は取扱いに係る作業の方法に関する事項

３ 毒劇物の貯蔵又は取扱いに係る設備の点検の方法に関する事項

４ 毒劇物の貯蔵又は取扱いに係る設備の整備又は補修に関する事項

５ 事故時における関係機関への通報及び応急措置活動に関する事項
６ 毒劇物の貯蔵又は取扱いの作業を行う者、事故時の応急措置を行う者の

教育及び訓練に関する事項

７ その他保健衛生上の危害を防止するために遵守しなければならない事項

盗難防止規定

１ 盗難・紛失を防止するための措置として設備に関する事項

２ 鍵の管理に関する事項（合鍵の数の確認・鍵の管理者の設

置など）

３ 毒劇物の払い出しや在庫管理に関する事項

４ 盗難・紛失発生時の警察署、保健所への届出等の手続きに

関する事項
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３ 運搬に関する法規制等について

25

26

厚生労働省医薬・生活衛生局審査管理課化学物質安全対策室
http://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/doku/dokuindex.html
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運搬に関する法規制について

政令：毒物及び劇物取締法施行令
・容器の基準（第40条の2）
四アルキル鉛を含有する製剤
無機シアン化合物たる毒物（液体状、1000L以上の容器） 弗化水素またはこれ
を含有する製剤（1000L以上の容器）
・容器又は被包の使用基準（第40条の3） 充填率、容器の密閉、容器への表示
・積載の様態の基準（第40条の4）
・運搬方法の基準（第40条の5）

同乗者、標識、保護具等
27

法第１６条（運搬等についての技術上の基準等）
保健衛生上の危害を防止するため必要があるときは、政
令で、毒物又は劇物の運搬、貯蔵その他の取扱について、
技術上の基準を定めることができる。

一般的に遵守すべき事項
令第４０条の３第３項（抜粋）
１ 容器又は被包に収納されていること。
２ ふたをし、弁を閉じる等の方法により、容器又は被包が密閉されていること。

令第４０条の４第４項（抜粋）
１ 容器又は被包が落下し、転倒し、又は破損することのないように積載されて

いること 。
２ 積載装置を備える車両を使用して運搬する場合には、容器又は被包が当該積

載装置の長さ又は幅を超えないように積載されていること。

28
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一回の運搬につき、１ｔ以上の毒物劇物を
運搬する場合に遵守すべき事項

令４０条の３第３項（抜粋）
容器又は被包の外部に、その収納した毒物又は劇物の名称及び成
分の表示がなされていること。

令第４０条の６第１項（抜粋）
荷送人は、運送人に対し、あらかじめ、当該毒物又は劇物の名称、
成分及びその含量並びに数量並びに事故の際に講じなければなら
ない応急の措置の内容を記載した書面を交付しなければならない。

29

荷送人、運送人について（商法で規定）
荷送人・・・物品運送契約の当事者として運送人に対して物品の運送を委託した者。
運送人・・・陸上又は湖川・港湾において物品又は旅客の運送をすることを業とする者。

荷送人の通知義務

30

イエローカード（連絡緊急カード）
化学物質の有害性、事故発生時の応急措置、緊急
連絡先などを記載した黄色いカードのこと。

平成８年５月13日付け薬安第55号通知
イエローカードに政令で定める事項を満たすこと
とし、運搬する数量にかかわりなく、危害防止の
観点から携帯するよう指導することとしている。

「数量」については、必ずしも同一書面による
ものではなく、「数量がわかる書面」（納品書
等）とイエローカードを組み合わせることで差し
支えない。
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政令に定めるもの及び通知に定める物で１回の
運搬量が、５ｔ以上の場合の遵守事項①

１ 厚生労働省令で定める時間を超えて運搬する場合、交替して運転する者を同乗
させること。

連続運転時間が、４時間を超える場合又は１日当たり９時間を超える場合

31

２ 標識の掲出

毒
２００ｍｍ以上

２
０

０
ｍ

ｍ
以

上

３
０

０
ｍ

ｍ
以

上

０．３ｍ平方の板に地を黒色、文字を白色
として「毒」と表示し、車両の前後の見や
すい箇所に掲出。

文字は丸ゴシック体。

標識の材質は、金属または合成樹脂製

令第４０条の５第２項
昭和６３年６月１５日付け薬発第５１１号厚生省薬務局長通知

32

毒
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毒物及び劇物取締法施行規則の一部を
改正する省令の施行について

（令和５年12月26日医薬発1226第２号より抜粋）

33

第1 改正の趣旨について

34

毒物及び劇物取締法施行規則の一部を
改正する省令の施行について

（令和５年12月26日医薬発1226第２号より抜粋）
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35

第2 改正の内容について

毒物及び劇物取締法施行規則の一部を
改正する省令の施行について

（令和５年12月26日医薬発1226第２号より抜粋）

36

毒物及び劇物取締法施行規則の一部を
改正する省令の施行について

（令和５年12月26日医薬発1226第２号より抜粋）
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３ 車両には、防毒マスク、ゴム手袋その他事故の際に応急の措置を講ずるた
めに必要な保護具で厚生労働省令で定めるものを二人分以上備えること。

例）保護手袋、保護長靴、保護衣、保護メガネ防毒マスク 等

４ 車両には、運搬する毒物又は劇物の名称、成分及びその含量並びに事故の
際に講じなければならない応急の措置の内容を記載した書面を備えること。

37

政令に定めるもの及び通知に定める物で１回の
運搬量が、５ｔ以上の場合の遵守事項②

例）イエローカード

38

毒物及び劇物の運搬容器に関する基準について
（一部抜粋）

昭和６３年６月１５日付け薬発第５１１号厚生省薬務局長通知

１ 底弁にあっては非常の場合に直ちに当該底弁を閉鎖する
ことができる手動閉鎖装置を設けていること。

緊急用のレバーが設けられているとともに、その直近に
「緊急レバー手前に引く」の表示がなされていること。

２ 固定容器内は５％以上の空間が残されていなければ、固
定容器を使用して毒物又は劇物を運搬してはならないこと。
ただし、防波板等がない場合は５%以上２０%以下とする。
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毒物及び劇物の運搬容器に関する基準について
（一部抜粋）

昭和６３年６月１５日付け薬発第５１１号厚生省薬務局長通知

３ 点検等は、原則として毒物及び劇物を貯蔵しない状態
において行うこと。
（１）使用前点検

毒物又は劇物を積載する直前において、亀裂、腐食、漏
洩の痕跡等の以上の有無等を点検すること。

（２）定期点検
原則として、１年に１回以上定期検査表に基づいて、異
常の有無を検査し、その結果を３年間保存すること。

４ 届出関係について

40
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１．新規届出
新規届出が必要な事項
① 初めて事業を行う場合
② 経営者の変更 （営業権の相続、譲渡、法人の合併など）
③ 組織の変更 （届出者が個人⇔法人など）
④ 業務の種類が変わる場合
⑤ 事業場を移転した場合（事業場所在地が変わった場合）

※現在事業をされている市から違う市に移転した場合は、
新規届出が必要となりますが、
現在事業をされている市内で移転した場合は変更届になりま
す。仮の事業場を開設する場合も同様です。
なお、現在事業をされている市から違う市へ移転する場合の
届出については、移転先の自治体にご確認ください。

41

２．変更届
変更届が必要な事項（変更後30日以内に提出）

変更届が不要な事項
① 法人の代表者役職名及び代表者氏名の変更
② 引越し又は婚姻等による毒物劇物取扱責任者の住所・氏名

の変更

① 届出者氏名、住所
（法人の場合には、その名称、主たる事務所の所在地）

② 事業場の名称
③ 事業場の住所（大阪市内間で移転した場合）
④ 毒物劇物取扱責任者

42



2024/11/12

22

３．廃止届

毒物劇物を業務上取り扱わなくなった場合には、

30 日以内に廃止届を提出してください。

届出：廃止後30日以内

43

44

届出・お問い合わせ先等
営業所所在地の市町村 窓口

大阪市 大阪市健康局健康推進部生活衛生課薬務指導グループ
電話：06-6208-9986

堺市 堺市健康福祉局保健所環境薬務課 薬務第一係
電話：072-222-9940

東大阪市 東大阪市健康部保健所環境薬務課
電話：072-960-3804

高槻市 高槻市健康福祉部保健所健康医療政策課
電話：072-661-9330

豊中市 豊中市健康医療部保健安全課 医薬安全係
電話：06-6152-7384

吹田市 吹田市健康医療部 保健医療総務室 薬事グループ
電話：06-6339-2225

池田市・能勢町・箕面市・
豊能町・摂津市・茨木市・
島本町

大阪府茨木保健所生活衛生室薬事課
電話：072-620-6706

枚方市 枚方市健康福祉部保健所保健医療課
電話：072-807-7623



2024/11/12

23

45

届出・お問い合わせ先等
営業所所在地の市町村 窓口

寝屋川市 寝屋川市保健所 保健総務課（医事薬事担当）
電話：072-829-7771

守口市･門真市･交野市
四條畷市･大東市

大阪府守口保健所薬事課
電話：06-6993-3135

八尾市 八尾市健康福祉部保健企画課保健企画係
電話： 072–994–0661

柏原市･松原市
藤井寺市･羽曳野市
大阪狭山市･富田林市
太子町・河南町
千早赤阪村･河内長野市

大阪府藤井寺保健所生活衛生室薬事課
電話：072-952-6165

和泉市･泉大津市･忠岡町
高石市･岸和田市･貝塚市
泉佐野市･熊取町･田尻町
泉南市･阪南町･岬町

大阪府泉佐野保健所生活衛生室薬事課
電話：072-464-9681

５ 2025大阪・関西万博に向けて

46
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設備や危害防止規定等を見直すこと。

危害を未然に防止するために

2025大阪・関西万博に向けて

➢ 毒物劇物の盗難防止対策

➢ 日常の保管管理の徹底

➢ 流失・漏洩等の事故防止対策

➢ 危害防止規定の作成・従業者への教育訓練

皆様のご理解、ご協力お願いいたします。
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ご清聴ありがとうございました。

49
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輸送時の毒物又は劇物の
流出・漏洩事故について

令和６年11月12日（火）
大阪府健康医療部生活衛生室薬務課
麻薬毒劇物グループ

1

1.毒物及び劇物取締法の目的

2.毒物劇物流出・漏洩事故
（１）積載方法の不備
（２）交通事故
（３）確認不足
（４）整備不良
（５）容器の劣化
（６）誤操作
（７）その他

3.事故による被害を最小限するために
2

目次
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3

１．毒物及び劇物取締法の目的

第１条 目的
この法律は、毒物及び劇物について、保健衛生上の見地から
必要な取締を行うことを目的とする。

健康に危害を及ぼさないように必要な取締りを行う

4

１．毒物及び劇物取締法の目的
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5

規制の内容 適用条文等 主な内容

取扱い 法第11条
盗難・紛失防止の措置

施設外への漏洩等防止措置

事故の際の措置 法第17条
関係機関への届出
応急措置

表示・譲渡手続き
着色・交付制限等

法第12条～15条
容器及び被包への表示

18歳未満への交付禁止…etc

廃棄
法第15条の2
施行令第40条

基準に基づいた廃棄

所持の制限等
法第3条の3・4
法第24条の2

トルエン等の所持・販売制限

運搬等についての基準 施行令第40条の2～7
運搬容器の基準

積載の態様、運搬方法

（参考）規制の内容

6

２．毒物劇物流出・漏洩事故
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（１）積載方法の不備

（２）交通事故

（３）確認不足

（４）整備不良

7

２．毒物劇物流出・漏洩事故

（５）容器の劣化

（６）誤操作

（７）不明

（８）その他

8

毒物劇物流出・漏洩事故件数（全国）
（令和３年～令和５年）

0

20

40

60

80

100

120

140

R3 R4 R5

9
14 15

118
128 126

運送に関する事故
運送以外の事故

９１%

９%

R３～R５合計

※厚生労働省化学物質安全対策室 「毒物劇物に関する事故情報・統計資料」より算出
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9

①
積載方法
の不備

②
交通事故

③
確認不足

④
整備不良

⑤
容器劣化

⑥
誤操作

⑦
不明

⑧
その他

合計

R3 5 0 3 0 0 １ 0 0 9

R4 2 1 2 5 0 2 1 1 14

R5 5 0 4 1 1 3 0 1 15

事故原因（内訳） ※運送に関する事故

※厚生労働省化学物質安全対策室 「毒物劇物に関する事故情報・統計資料」より算出

◆ 概要
➢ 運送車両が積荷していたポリタンクが走行中に落下し、ポリタンク
と対向車が衝突したことで、ポリタンク中のメソミル水和物 400L
が道路及び河川周辺の土に流出した。

◆ 被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ 運送車両の荷台にあるサイドパネルのロックのかけ忘れのため。

10

事例 ①ー１ 積載方法の不備
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◆ 概要
➢ 運送中のトラックの荷台から20kgポリ容器が道路上に落下し、破
損した容器から内容物である硝酸（67.5%）約18kgが道路上と
側溝に流出した。

◆被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ 荷台に掛けてあったシートに緩みがあり、積載時の容器の固定が
不適切であった。

11

事例 ①ー２ 積載方法の不備

◆ 概要
➢ 車両でダゾメットを運搬中、荷台（平ボディ）から当該品（袋）が
道路わきに落下し、15kgが飛散。

➢ トラックの荷台に積載時、他の農薬等をラップで包んだパレットの
上に当該品（袋）を積んでいた。（荷台シートで固定）

◆ 被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ 当該品（袋）を高い位置に積んだにもかかわらず、固定していな
かったことから、運搬中に荷台の外に落下した。 12

事例 ①ー３ 積載方法の不備
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◆ 概要
➢ 運搬車両が取引先の事業所内で接触事故を起こし、積載物が落
下。水酸化ナトリウム約20Lを含む薬品が流出。

➢ 一部、敷地外の側溝に流出。
◆ 被害

➢ 特になし
◆ 原因

➢ 液体の積載物はトラックの荷台に直置きし、バンド等による固定は
しておらず、あおりも開いていたため。

13

事例 ②ー１ 交通事故

◆ 概要
➢ 過酸化水素３５％２０㎏（ポリ容器）を積載したトラックの荷台で走
行中に荷崩れを起こしたことに気づかず、ウイングを開け、事業所
構内のトラックスケール上に３個落下。

➢ そのうち1個が破損し流出。
◆ 被害

➢ 特になし
◆ 原因

➢ 作業者の不注意のため（急ハンドル、急ブレーキ、急発進等）。

14

事例 ③ー１ 確認不足
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◆ 概要
➢ チオグリコール酸をタンクローリーに送液するためのポンプ内のバ
ルブが内弁漏れを起こしており、ホース内にある残液をタンクに送
る際に想定より多くなり、タンクの通気口から約３０Ｌ漏洩した。

◆ 被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ ホースをローリーに接続した際の確認テスト時間が短かった。
➢ 送液異常があった際のマニュアルを整備していなかった。

15

事例 ③ー２ 確認不足

◆ 概要
➢ 道路上で塩酸を積載したタンクローリーから、塩酸が計3か所に
渡り約100L流出。

◆ 被害
➢ 塩酸によりタンクローリーのラジエーター破損。自走不能。

◆ 原因
➢ 塩酸積み込み作業時に、タンク上部の投入口の1つを閉め忘れた
ため。

16

事例 ③ー３ 確認不足
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◆ 概要
➢ 委託先のタンクローリー車から販売先のタンクへ納入作業中に水
酸化ナトリウム（約86L）を漏洩した。

◆ 被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ 車両の払い出しホース側の接続形状の不備があり、納入中に
ホースが外れたため。

17

事例 ④ー１ 整備不良

◆ 概要
➢ 列車内にて硫酸１L程度及び硝酸１L程度をペットボトルにて輸送
中に容器の破損により漏洩(漏洩量不明)した。

◆ 被害
➢ 負傷者７名（中等症２名、軽症５名）

◆ 原因
➢ 不適切な運搬容器により、容器が破損したため。

18

事例 ⑤ー１ 容器劣化
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◆ 概要
➢ 船からアンモニアを受入中、アンモニア受け入れ配管の弁グランド
部が片締めとなっていたことにより、グランドパッキンの機能が低
下し、アンモニアが微量漏洩した。

◆ 被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ 作業員の誤操作のため。

19

事例 ⑥ー１ 誤操作

◆ 概要
➢ 事業所内において、硫酸（９８％）を貯蔵タンクからタンクローリー
へ充填する作業時に飛散した。推定10mL未満

◆ 被害
➢ 乗務員1名、軽度熱傷

◆ 原因
➢ 作業員の操作ミスにより、配管内に通常時以上の圧力がかかった
ため。

20

事例 ⑥ー２ 誤操作
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◆ 概要
➢ タンクローリーからタンクに水酸化ナトリウムを移送した際、タンク
が破損しタンク下部から水酸化ナトリウム約0.86㎥が飛散した。

◆ 被害
➢ 特になし

◆ 原因
➢ 調査中。

21

事例 ⑦ー１ 不明

◆ 概要
➢ メタノール １８L、過酸化水素 １Lについて、高速道路上のトンネル
火災により焼失

◆ 被害
➢ 被害者はないが、運送車両焼失

◆ 原因
➢ 高速道路上のトンネル火災に巻き込まれて、輸送していた劇物が
焼失。

22

事例 ⑧ー１ その他
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３．事故による被害を最小限するために

24

３．事故による被害を最小限するために
➢ 過去には市販の化学物質から爆発物を製造する事案が発生 しています。

➢ 以下の物質は、毒物及び劇物取締法で規定されている劇物の中でも爆発物の原

料となり得る化学物質であることから、取扱いには細心の注意が必要です。

 塩素酸カリウム

 塩素酸ナトリウム

 硝酸

 硫酸

 塩酸

 過酸化水素 …etc
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危害を未然に防止するために

毒物劇物の保管管理方法や事故防止対策において、鎖の最も弱い部分（受容された残留

リスク）が、無視できるかどうかで判断すること。

必要に応じて、設備や危害防止規定等を見直すこと。

26

大阪・関西万博の開催に向けて

➢毒物劇物の盗難防止対策

➢日常の保管管理の徹底

➢流失・漏洩等の事故防止対策

➢危害防止規定の作成・従業者への教育訓練

皆様のご理解、ご協力 よろしくお願いいたします。
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27

大阪・関西万博の開催に向けて

の安全輸送を徹底しましょう！毒物 劇物

ご清聴ありがとうございました
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安全活動の取組み

㈱藤井商会

藤井寿治の自己紹介

私は、

「相手によって、考え方、態度を変えず、誠実に、素直に生きること」

を一番大切にしている人間です。

人と永く、しっかりとした人間関係を築くためには、誠実さ、素直さが大切

事業が非常に厳しかった時に、お客様、従業員の皆様と話し合い、乗り越
えた経験。特に労働組合（従業員）、荷主と本音でぶつかり合った経験
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❙ 会社概要
Company profile

社名
設立
代表者
資本金
拠点

業務内容

株式会社藤井商会
昭和26年6月8日
藤井 寿治
5,016万円
大阪本社
大阪市港区市岡2丁目5番20号
一般貨物事業者運送事業
・毒劇物等化学品輸送
・一般輸送
・工業薬品販売業

タンクローリー車
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保有車両

なぜ、安全を第一に方向転換したか

事業転換期 崩壊改革期
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安全第一の運送会社をめざして

繰り返される事故
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◆社会的影響

7

液体苛性ソーダ漏洩事故事例

中国新聞
毎日新聞
山口新聞
読売新聞
日刊新周南

通行ルート
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・・・洗浄箇所
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イエローカード
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官庁関係への対応

★消防・・ 周南市、山口市、宇部市の消防署へ謝罪訪問
下関市消防署は現場確認を実施された。

★警察・・ 周南市、山口市、宇部市の警察署から
事情聴取を受ける
都度、質問に応じて資料を作成して対応。

★保健所・・事情聴取から、報告書の提出

★国交省・・事故発生時の洗浄作業時に通行規制時間や状況
の確認依頼、報告書の提出
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タンクエアー抜き脱圧バルブの未閉止
（45度開いたまま運行）

１．脱圧バルブの未閉止（少し開いたまま運行した）
２．積込み完了後、チェックリストにて脱圧バルブの閉止状態を確認し

なければならないところを閉まっていると思い込み、確認を疎かに
した。

事 故 原 因
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タンクエアー抜き脱圧バルブの未閉止
（45度開いたまま運行）

タンク内

45度開いていた

タンク内 製品の動き

16

信号での停車時等でタンク内の製品が前方に移動した際、エアー抜き脱圧バ
ルブが４５度開いていた為、エアー抜き配管を伝ってタンク上部シェルター
へ液体苛性ソーダが漏洩した。

ブレーキ

過去事例から学び、
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あまり継続性のない対策、風化する対策

・作業手順遵守の徹底
危険物・毒劇物については、特に作業手順を遵守するよう乗
務員に徹底して頂きますようお願い致します。

危険物、毒劇物等の製品が公道に漏洩した場合、今回のように近隣住民やお客
様（荷主・納入先等）に多大なご迷惑をおかけすることになります。その点も
乗務員へ周知して頂き、今一度、安全輸送を徹底して頂きますよう指導をお願
い致します。

・チェックリストでの確認徹底
毎回同じ作業にはなりますが、チェックリスト通りに確認をし
ておけば防げた事故です。今一度、その重要性を乗務員へ
伝えて頂きますようお願い致します。

事故を起こす要因

１
アワテル、アワテサセル（トッサの行動）

（確認と訓練不足）

２
横着（近道行動）（手抜き）

（確認不足、だろう運転）

３
教えていない（知らない）

（基本知識の教育不足と不徹底）

４
トップの安全姿勢が不熱心

（トップの低い安全意識）
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液体毒劇物の漏洩事故防止

バルブセンサー

バルブ開閉表示板

過去事例から学び、

徹底的にまねる！
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事故を減らす為に何をすべきか

石鹸水による漏れ確認 納入タンク残量確認
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現場に宝がある！

積込基地
安全パトロールのススメ
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どのように乗務員さんへ
伝えていくのか

安全確保の極意は基本の「徹底」で意識を変える

１

安全風土づくりの基本

(1) ゼロ災推進の基本 「挨拶・整理・整頓・清掃」の徹底から

(2) 安全第一の基本
「能率を上げよと言うな」

「安全なやり方の工夫改善から取り組め」
→安全も能率も上がる！！

２

安全は人の命と健康を守るもの
いくら厳しくてもコンセンサスが得られる

(1)
守るべき基本を口酸っぱく、クドクド言い続ける事

（潜在意識に叩き込め！）

(2)
躾・規律・基本の徹底は反復指導、反復訓練で決まる

（反復は脳を鍛える！）

(3)
リーダーの情熱・熱意・執念が人を育てる

（生きた教育である！）
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事故は安全意識と感受性の
低い人が起こす（個人差大）

（個人別管理は極めて重要）

安全意識を高める事は、

安全の基本を頭（脳）と身体が理解する事

（潜在意識の中まで入れる）

安全基本とは （１）安全風土づくりの基本

（２）運転の基本

（３）基本の知識

点呼
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株式会社藤井商会

2024年11月1日（金曜日）

積地 納　　入　　先 数量 品名
時間
指定

分析表

1
大正区
ターミナル

〇〇工業
〇〇製作所

６，７００L 苛性４８％ AM 有

2
堺市

ターミナル
○○化学
大阪工場

７，０００L 苛性４８％ AM 有

3
尼崎

ターミナル
〇〇ガス化
学

７，５００L 苛性32％ 無 有

4

配車担当印 事務所確認印 乗務員サイン

星加 藤井 サイン

納入場所、右ﾊﾞｯｸにて接車！
（過去支柱に接触事故有り）
持参物：特殊フランジ

点呼時、配車表も確認後、乗務員がサインを行う！

車番　：　なにわ〇〇９９９

印刷日時：2024．11．12

配　車　表

備考

納入場所：排水処理設備
納入場所が４箇所有！確認！！
過去ヒヤリハット有！！

必ず石鹸水チェック実施の事！
北門からの入場へ

入退場のルートを確認の事！


